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巻◆頭◆言

国家であれ企業であれ、改革という難事を行うためには、

複数の次元の時空で考え、行動することが求められる。超

長期を展望した大きなビジョンを創造する力、中期的な実

現シナリオを構想する力、そして今この時に臨機応変に事

を起こす実行力が必要である。

わが国の経済社会において、経済同友会が真に有用な存

在であり続けるためには、複数の時空をダイナミックに行

き来しながら活動していくことが重要となる。潮目に来て

いる重要な政策テーマについて、一点集中、一
いっ

気
き

呵
か

成
せい

に改

革を推し進める一方で、現時点での世情が逆風であっても、

長期的な「あるべき姿」について、「それでも地球は回ってい

る」と青臭く提言し続けること。しがらみから自由な個人

の立場で提言活動を行う経済同友会だからこそ、複数の時

空を超えた活動が可能になる。

昨年から今年にかけて大きく動いた農業改革や企業統治

改革も、到底、改革が現実化しそうにない時代から、経済

同友会は正論を主張し続けてきた。その蓄積こそが、政治、

経済、社会の変化の波長が同調した瞬間に、経済同友会お

よび会員が改革の加速化に大きな貢献をすることができた

背景である。財政や社会保障の問題も、遠くない将来に必

ず潮目がやって来る。その日のために、長期的な展望に立っ

た正論を主張し続けること、そしていざという時の現実解

を用意しておくことが、経済同友会の使命だと思う。

加えて、本格的に動き出した改革については、今度はそ

の先を展望した議論を始めるべきだ。例えば、企業統治改

革に関連して、ROE（株主資本利益率）の重要性が声高に言

われ始めた。資本コストを下回る低ROEを長年にわたり続

けることは、未来への成長投資の原資である「稼ぐ力」を持

続的に失っていることを意味する。他方、過剰なコスト削

減や負債比率を使った短期志向のROE引き上げも、やはり

企業の持続性を危
き

殆
たい

に陥れる。今後の長期的な視点におけ

る重要論点は、企業の持続的成長のために最適なROE水準

に関する議論だと思う。

今後も経済同友会が時空を超える旅を続けることを願い、

私も微力ながらその旅の成功に貢献していきたい。
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時空を旅する経済同友会

今月の表紙：シリーズ国花
【牡丹／中国】
原産地は中国北西部。公式な国花としては蓮、菊、梅、
蘭などの中から現在選定中。中国では「百花の王」とし
て愛好され、日本でも島根県の県花になっています。
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